
H 2N 2 型インフルエンザウイルスを 含む検体の廃棄について 

Ⅰ概要Ⅰ 

Ⅰー l 経緯 

米国病理医会 (CAP) が、 検査の対応能力試験のために、 世界 ] 8 か国 

03 7 4 7 か 所の検査室に 対して、 2 0 0 4 年「 0 月以降に H Z N 2. 型イン 

フル ェ ンザウィルスを 含む検体を送付した。 

2,  WHO からの要請 

WHO は、 公衆衛生上のリスクは 低いが，慎重を 期するための 措置として、 

米国病理医会およびその 他の検体提供者から 送付された H 2 N 2 型インフル 

ェ ンザウィルスを 含むラボ対応能力試験用の 検体とその誘導体の 全てを直ち 

に 廃棄するよう 要請した。 ( 別紙「 ) 

3.  国内の対応 

4 月 1 2 日、 国内の該当 9 施設に対して、 検体の保管状況等について 聞き 

取り調査を行ったところ、 いずれも適正に 廃棄または管理されている 状況で 

あ った。 

4 月 1 3 日、 WHO の要請を受け、 国内の該当 9 施設に対して、 送付を受 

けた検体をすべて 廃棄するよ う 行政指導を行った。 ( 別紙 2) 

あ わせて、 都道府県主管部長に 対し、 当該検体を保有する 可能性のあ る 関 

僚機関に対し、 趣旨が徹底されるよ う 広く周知し、 当該検体を保有する 場合 

には、 廃棄についての 行政指導を行うよう 指示した。 ( 別紙 3) 














